
宣 言 日 令和　2年　12　月　　25日

住 所 埼玉県八潮市南川崎101-5

県内企業等の名称 NPO法人読書普及協会埼玉支部

代 表 者 氏 名 理事・埼玉支部長　吉田　暁浄

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

年間7万冊の新刊が初版2000～8000
冊で出版されることで断裁される本は1億
冊以上。
大量生産・大量消費ではない出版のサイク
ルを提案する。
提案数：６社/年（2020年実績）

＜2030年に向けた指標＞

提案数：15社/年を目指す

＜取組開始３年後に向けた指標＞

提案数：10社/年を目指す

後世に残すべきSDGｓＢＯＯＫの選書及び
発信

311冊/年（2020年実績）

＜2030年に向けた指標＞

選書数1500冊/年（2030年目標）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

選書数600冊/年（2023年目標）

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

残紙の再利用50，000枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

残紙の再利用20，000枚/年

製本時に生じる残紙の再利用により廃棄
される残紙を減少させる

10，000枚使用（2020年実績）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

年間7万冊もの新刊が出版される中、約40％もの本が売れ残り大半が断裁される現状や本の製本時
に生じる残紙の破棄などの『食品ロス』ならぬ『ブックロス』を改善するため、読者、書店、出版社が協力
し合い持続可能な読書を普及していく。

NPO法人読書普及協会埼玉支部

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


